
「どなたでも、ぜひ移り
住んでほしい」が過半数
を占める。 

「その他」では、「地域に
積極的に交流を深める
人」、「町内会行事に参加
する人」などを条件とす
る回答がある。 

条件が必要と
の回答が一定
数ある。 

日常生活の利便
性に関して満足
度が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月から１０月にかけて、西牧地区にお住まいの方を対象にアンケートを行いました。お忙し

い中、回答にご協力をいただきありがとうございました。集計結果の一部をご報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 〈アンケート実施概要〉 

期 間：令和 4年 9月～10月 

目 的：西牧地区の将来構想を考えるため、地域にお住いの方々の意見を伺う 

回答率：配布数 150軒、提出数 104軒⇒回答率 69.3% 

※配布回収には、まちづくり協議会役員さんにご尽力いただきました。 

西牧地区まちづくり協議会（令和 4年 12月発行） 

第 4号 

「アンケート調査」の結果を報告します！ 

問． 現在の西牧地区の住環境についてどのように感じておられますか。 

問． 地区外の方が移り住んで来ることに対してどう思われますか。 

緑や自然環境に
関して、満足度
が高い。 



「今後もずっと
所有」が過半数
を占める。 

「農地を守る」
が最も多い。 

所有者や利用方
法が変化する農
地も一定ある。 手放したい人も

少しいる。 
※「貸す」は 0 人 

半数以上 特に多い 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ まちづくり協議会会長（      ）まで （電話：   －   －    ） 

  （携帯：   －    －    ） 

 第３回協議会でも意見交換を実施しました！ 

●集落内の生活環境について 

・空き地・空き家を管理しようにも中に立ち入ることができない。
行政にお願いしても、「所有者に声をかけて下さい」と言われる。 

⇒西牧のみんなで助け合えるような、独自のルールをつくれないか。 

・下水道は設備費用が高いため、各戸にまでの整備は難しいのでは。 

・山中から永室へ向かう車等、スピードを出す車が多い。 

・イノシシ等の獣害対策が必要。 

●公共施設について 

・生活道路が狭く、緊急車両が通れない。 

・桜並木の管理に人手が足りない。⇒町内会活動に位置付けられないか。 

・東屋が傷んできている。⇒憩いの場の整備が必要では。 

●農地、農業基盤について 

・奥の池のトマト農園跡地が荒れている。もし産廃業者が入ってきたら池
の水も悪くなってしまう。 

・市民農園は誰がどうやってするのかが課題。 

●その他 

・清水坂（県道）→奥の池→辻堂池桜並木→犬立池を巡るハイキングコー
スを整備してはどうか。眺望もいい。 

・「安全・安心なまちづくり」が地域として重要では。 

 

 

 

次回の協議会は・・・ 

1月 21日(土)10時～、 

公民館です。 

ぜひ気軽にご参加ください！ 

〈西牧地区まちづくり協議会 １年目のスケジュール〉 

第 1回 
（9/4） 

 

制度の学習 
進め方の確認 
アンケート方法 

など 

第 2回 
（11/3） 

 
歴史講話 

まち歩き 
意見交換 

第 3回 
（12/4） 

 
アンケート結果報告 

まちづくり構想検討 

第 4回 
（１/21） 

 

田園まちづく
り方針の検討 

第 5回 
（３月頃） 

 

田園まちづく
り方針の決定 

次回 済 済 済 

第 1 回アンケート調査の実施 
 

問． 西牧地区や小学校区に必要な施設は？ 

 

食品スーパーなど 32人 

診療所、病院  26人 

老人福祉施設  26人 

町工場、中小事務所 12人 

市民農園  15人 

農産物直売所  29人 

 

西牧地区 
 

食品スーパーなど 58人 

診療所、病院  55人 

老人福祉施設  36人 

町工場、中小事務所 19人 

市民農園  24人 

農産物直売所  28人 

 

小学校区 

問． 宅地をお持ちの方にお聞きします。 

今後の活用を考えておられますか？ 

問． 農地をお持ちの方にお聞きします。 

今後の活用を考えておられますか？ 


